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平成20年９月期業績予想の修正及び配当予想の修正ならびに特別損失の計上について 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成20年５月23日に発表いたしました平成20年９月期（平成19年

10月１日～平成20年９月30日）の業績予想及び配当予想を下記のとおり修正し、特別損失を計上

することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想 

（1） 通期連結予想 （平成19年10月１日～平成20年９月30日） 

（単位：百万円） 

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ）      

（平成 20 年５月 23 日発表） 
28,912

 
322

 
△ 76

  
△ 791 

 

今 回 予 想 （Ｂ） 28,522  △ 11  △ 397   △ 2,506  

増 減 （Ｂ－Ａ） △ 389  △ 334  △ 320   △ 1,715  

増 減 率 （％） △ 1.3  －  －  －  

前 期 実 績 （ 平 成 19 年 ９ 月 期 ） 20,079  950  869   471  

参考：１株当たり予想当期純利益（通期）△43,447円70銭 

 

（2） 通期個別予想 （平成19年10月１日～平成20年９月30日） 

（単位：百万円） 

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ）      

（平成 20 年５月 23 日発表） 
7,058

 
40

 
33

  
△ 318 

 

今 回 予 想 （Ｂ） 6,942  81  55   △ 1,405  

増 減 （Ｂ－Ａ） △ 116  40  22   △ 1,086  

増 減 率 （％） △ 1.7  99.8  67.1  －  

前 期 実 績 （ 平 成 19 年 ９ 月 期 ） 6,601  100  128   △ 130  

参考：１株当たり予想当期純利益（通期）△24,357円61銭 

 

 



２．業績予想修正理由及び特別損失の計上について 

（1） 通期連結予想 （平成19年10月１日～平成20年９月30日） 

① 売上高につきましては、外食事業において前回予想比4億47百万円減少し178億41百万円

を予想致します。テイクアウト事業において前回予想比58百万円増加し106億81百万円

を予想致します。よって、前回予想比３億89百万円（△1.3％）減少し285億22百万円を

予想しております。 

② 営業利益及び経常利益につきましては、店舗の原価及び人員のコントロールを行ったこ

とで売上原価及び人件費は計画を下回りましたが、ダイレクトメールやサンキューレタ

ーを強化したことによる販促費の増加、新メニュー投入に伴う器の追加購入及び旅費交

通費の増加等により経費が増加しました。この結果、営業利益は前回予想比３億34百万

円減少し11百万円の営業損失を予想し、経常利益は前回予想比３億20百万円減少し  

３億97百万円の経常損失を予想しております。 

③ 特別利益につきまして、梅の花町田店の早期退店補填収入１億25百万円などを見込んで

おります。 

④ 特別損失につきまして、遊休用地、外食事業５店舗、テイクアウト事業36店舗及び有限

会社古市庵興産の解散によるのれん等の減損損失12億22百万円、店舗閉店等に伴う固定

資産除売却損１億93百万円、閉店損失引当金繰入額１億33百万円等、16億25百万円を見

込んでおります。 

⑤ 法人税等調整額につきまして、繰延税金資産取崩により増加し５億57百万円を見込んで

おります。 

⑥ 従いまして、通期連結業績の見通しは、売上高285億22百万円、営業損失11百万円、経

常損失３億97百万円、当期純損失25億６百万円を予測しております。 

 

（2） 通期個別予想 （平成19年10月１日～平成20年９月30日） 

① 売上高につきましては、前回予想比１億16百万円（△1.7％）減少し、69億42百万円を

予想しております。 

② 営業利益及び経常利益につきましては、仕入価格の高騰による原価の増加はあるものの、

販売管理費の抑制に努めたことから、営業利益は前回予想比40百万円（99.8％）増加し

81百万円を予想し、経常利益は前回予想比22百万円（67.1％）増加し55百万円を予想し

ております。 

③ 特別損失につきましては、遊休用地及び外食事業４店舗等の減損損失６億14百万円、有

限会社古市庵興産の解散による関連会社株式評価損４億90百万円、子会社貸倒引当金繰

入額69百万円等、11億88百万円を見込んでおります。 

④ 法人税等調整額につきまして、繰延税金資産取崩により増加し２億68百万円を見込んで

おります。 

⑤ 従いまして、個別業績の見通しは、売上高69億42百万円、営業利益81百万円、経常利益

55百万円、当期純損失14億５百万円を予想しております。 

 

 

 

 



 

 

３．配当予想 

１株当たり配当金   

  第２四半期末 期 末 年 間 

前 回 予 想 

（平成 20 年５月 23 日発表） 
0 円  1,500 円   1,500 円   

今 回 予 想 0 円   0 円   0 円   

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 1 9 年 9 月期） 
0 円  3,000 円  3,000 円  

注）平成19年９月30日を基準日とし１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。 

 

４．配当予想修正理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして認識し、安定した配当を

実施してまいりましたが、厳しい外部環境などにより平成20年９月期の業績は厳しくなる見込みで

あります。誠に遺憾ではありますが期末配当につきましては無配にさせて頂きたいと存じます。 

株主様には深くお詫び申し上げますとともに復配を目指して努力いたす所存でございますので、

引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。 

 

注）上記に記載した予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以   上   

 


